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特
集
：
地
方
鉄
道
の
経
営
努
力
と
公
的
支
援

［
地
域
の
活
力
を
支
え
る
三
岐
鉄
道
　
三
岐
線
・
北
勢
線
］

文
◉
茶
木
　
環
／
撮
影
◉
織
本
知
之
　
写
真
提
供
／
三
岐
鉄
道
株
式
会
社

大
正
期
に
セ
メ
ン
ト
輸
送
を
目
的
と
す
る
三
岐
線
の
計
画
に
よ
り

創
立
さ
れ
た
三
岐
鉄
道
は
、
２
０
１
８
年
、
創
立
90
周
年
を
迎
え
た
。

現
在
も
貨
物
輸
送
と
旅
客
輸
送
を
１
対
１
の
比
率
で
担
い
、

長
年
に
わ
た
る
安
定
輸
送
を
堅
持
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
０
３
年
に
は
廃
線
危
機
に
あ
っ
た
北
勢
線
を
継
承
し
、

公
的
支
援
を
受
け
な
が
ら
同
線
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
事
業
を
再
生
さ
せ
た
。

地
域
住
民
の
足
で
あ
る
２
線
の
運
行
を
維
持
す
る
た
め
に

三
岐
鉄
道
は
数
々
の
利
用
促
進
策
を
実
施
し
て
い
る
。

鉄
道
の
魅
力
を
向
上
し
、
自
動
車
や
自
転
車
と
の
共
生
を
推
奨
す
る
な
ど
、

沿
線
住
民
の
生
活
に
即
し
た
細
や
か
な
施
策
を
重
ね
て
、

「
地
域
の
鉄
道
」
と
し
て
確
か
な
存
在
に
磨
き
上
げ
て
い
く
。

そ
の
経
営
理
念
、
鉄
道
の
維
持
・
活
性
化
へ
の
企
業
努
力
に
つ
い
て

三
岐
鉄
道
株
式
会
社
の
日
比
義
三
取
締
役
社
長
に
伺
っ
た
。

地
域
の
ま
ち
に
貢
献
す
る

鉄
道
を
維
持
す
る

経
営
努
力

三
岐
鉄
道
株
式
会
社 

取
締
役
社
長

日
比
義
三

Yoshizo H
IBI



貨
物
と
旅
客
の
両
輸
送
を
担
う
民
鉄

―
―
ま
ず
鉄
道
事
業
の
現
状
か
ら
お
話
し
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

日
比　

当
社
は
三
重
県
北
部
に
位
置
し
、
三

岐
線
と
北
勢
線
、
二
つ
の
路
線
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
２
０
１
８
年
９
月
20
日
に
創
立
90

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
最
も
大
き
な
特
徴

は
、
旅
客
輸
送
と
貨
物
輸
送
の
両
方
を
行
っ

て
い
る
民
鉄
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
岐
線
は
、
セ
メ
ン
ト
輸
送
を
目
的
に
敷

設
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
２
８
年
に
創

立
し
、
１
９
３
１
年
７
月
に
富
田

－

東
藤
原

間
（
23
・
１
㎞
）
で
貨
物
・
旅
客
、
両
輸
送
の

営
業
運
転
を
開
始
、
同
年
12
月
に
西
藤
原
駅

ま
で
延
伸
（
３
・
４
㎞
）
し
ま
し
た
。
１
９
７
０

年
に
は
近
鉄
富
田
駅
に
乗
り
入
れ
、
現
在
の

総
延
長
は
27
・
６
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
勢
線
は
、
現
在
で
は
日
本
に
３
カ
所
の

み
と
な
っ
た
ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
（
軌
間
７
６
２
㎜

の
特
殊
狭
軌
）
の
路
線
で
全
長
20
・
４
㎞
、
軽

便
鉄
道
と
し
て
１
９
１
４
年
に
開
業
し
ま
し

た
。
戦
時
統
合
な
ど
に
よ
る
運
営
主
体
の
変

更
を
経
て
、
高
度
経
済
成
長
期
の
１
９
６
５

年
に
近
畿
日
本
鉄
道
に
編
入
さ
れ
、
近
鉄
の

撤
退
後
は
地
元
の
要
望
を
受
け
て
２
０
０
３

年
よ
り
当
社
が
運
営
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

―
―
全
国
的
に
地
方
の
中
小
規
模
の
鉄
道
は

輸
送
人
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
三
岐
線

と
北
勢
線
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で
す
か
。

日
比　

ロ
ー
カ
ル
線
の
中
で
は
落
ち
込
み
は

少
な
い
方
だ
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
ケ
ー
ス

が
少
し
特
殊
な
の
は
、
全
国
的
に
中
小
民
鉄

の
輸
送
人
員
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進

ん
だ
１
９
６
０
年
代
後
半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
路
線
が
多
い
の
で
す
が
、
三
岐
線
の
輸
送

人
員
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
そ
れ
よ
り
少
し

後
の
１
９
７
３
年
で
、
４
３
２
万
人
で
し

た
。
理
由
と
し
て
は
、
１
９
７
０
年
に
近
鉄

連
絡
線
を
敷
設
し
て
乗
り
入
れ
を
開
始
し
、

利
便
性
向
上
を
図
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

で
す
ね
。
余
談
で
す
が
、
私
は
近
鉄
富
田
駅

の
近
く
に
あ
る
四
日
市
高
校
の
出
身
で
、
在

学
中
に
三
岐
線
が
近
鉄
に
乗
り
入
れ
た
ん
で

す
。
そ
れ
ま
で
三
岐
線
の
起
点
は
国
鉄
富
田

駅
で
少
し
離
れ
て
い
た
の
で
、「
便
利
に

な
っ
て
良
か
っ
た
」
と
同
級
生
た
ち
が
と
て

も
喜
ん
で
い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま

す
。
現
在
の
輸
送
人
員
は
３
１
５
万
人

（
２
０
１
７
年
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
北
勢
線
は
近
鉄
時
代
の
１
９
７
５
年

が
ピ
ー
ク
で
５
９
７
万
人
、
近
鉄
末
期
の

２
０
０
２
年
が
２
４
０
万
７
０
０
０
人
で
、
当

社
に
移
管
さ
れ
た
翌
年
、
翌
々
年
は
下
が
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、徐
々
に
回
復
し
、
２
０ 

１
７
年
は
２
５
６
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

両
路
線
と
も
一
番
の
課
題
は
沿
線
地
域
の

少
子
高
齢
化
で
、
高
校
生
の
人
数
が
減
っ
て

い
る
上
に
、
親
御
さ
ん
が
マ
イ
カ
ー
で
送
り

迎
え
す
る
な
ど
、
通
学
の
鉄
道
利
用
が
減
少

を
続
け
て
い
ま
す
。

―
―
通
勤
で
の
利
用
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

日
比　

通
勤
定
期
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
え
て

い
ま
す
。
沿
線
に
あ
る
規
模
の
大
き
な
企
業

が
公
共
交
通
の
利
用
を
推
進
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
も
大
き
い
で
す
ね
。

三
岐
線
が
近
鉄
富
田
駅
、
北
勢
線
が
西
桑

名
駅
で
近
鉄
や
Ｊ
Ｒ
に
接
続
し
て
い
て
、
と

も
に
名
古
屋
ま
で
約
１
時
間
の
通
勤
圏
内
で

す
。
ま
た
、
四
日
市
の
工
業
地
帯
に
向
か
わ

れ
る
通
勤
利
用
も
多
い
。
当
社
と
接
続
す
る

近
鉄
や
Ｊ
Ｒ
の
路
線
が
都
心
部
や
工
業
地
帯

な
ど
人
の
集
積
地
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

が
非
常
に
大
き
な
利
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
勤
に
関
し
て
は
ガ
ソ
リ
ン
の
値

段
が
上
が
る
と
皆
さ
ん
、
マ
イ
カ
ー
に
乗
る

の
を
控
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
顕
著
に

影
響
し
て
通
勤
定
期
の
利
用
が
増
え
て
い
る

よ
う
で
す
。

―
―
貨
物
輸
送
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

日
比　

藤
原
岳
山
麓
に
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の

藤
原
工
場
が
あ
り
、
開
業
時
か
ら
三
岐
線
の

貨
物
輸
送
経
営
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
、
現
在
も
セ
メ
ン
ト
輸
送
を
メ
イ
ン
と
し

た
貨
物
輸
送
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
通
常
の
セ
メ
ン
ト
工
場
は
生
産
し
て
す

ぐ
に
船
に
積
み
込
め
る
よ
う
に
海
岸
沿
い
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
内
陸

に
あ
る
藤
原
岳
で
原
料
で
あ
る
石
灰
石
が
掘

削
さ
れ
る
こ
と
か
ら
こ
こ
に
工
場
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
大
量
輸
送
と
い
う
鉄
道
の
強
み

を
活
か
し
て
、
四
日
市
港
へ
運
び
ま
す
。
当

時
は
、
四
日
市
港
が
中
京
地
区
の
物
流
拠
点

だ
っ
た
ん
で
す
。
高
度
経
済
成
長
期
を
経

て
、
わ
が
国
の
貨
物
輸
送
の
主
役
は
ト
ラ
ッ

ク
に
移
り
、
セ
メ
ン
ト
貨
車
輸
送
を
行
っ
て

い
る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
以
外
で
は
当
社
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
１
９
９
０
年
に
は
、
炭
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
と
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ（
石
炭
灰
）
の
往
復
輸

送
を
開
始
し
ま
し
た
。
往
路
は
太
平
洋
セ
メ

ン
ト
藤
原
工
場
か
ら
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
（
排
煙

脱
硫
剤
と
し
て
使
用
）
を
愛
知
県
に
あ
る
石
炭

火
力
発
電
所
に
運
び
、
復
路
は
石
炭
火
力
発

電
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
（
セ

メ
ン
ト
の
原
料
の
一
部
と
し
て
利
用
）
を
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
藤
原
工
場
に
運
ぶ
、
非
常
に
効
率
的

な
鉄
道
貨
物
輸
送
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
貨
物
輸
送
の
収
益
が
三
岐
鉄
道
の
安
定

経
営
を
支
え
て
い
る
の
で
す
か
。

日
比　

三
岐
線
の
現
在
の
客
貨
比
率
は
大
体

１
対
１
で
、
鉄
道
の
維
持
と
い
う
点
か
ら
見

れ
ば
、
貨
物
を
手
掛
け
て
い
る
こ
と
は
非
常

に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で

は
貨
物
輸
送
の
収
益
で
旅
客
輸
送
を
カ
バ
ー

し
て
き
ま
し
た
が
、
貨
物
輸
送
も
徐
々
に
コ

ス
ト
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
や
は

り
非
常
に
厳
し
い
状
態
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
セ
メ
ン
ト
関
連
の
貨
物
輸
送
は
１
９ 

７
９
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
１
９
８
万
ト
ン
あ

り
ま
し
た
が
、
２
０
１
７
年
は
１
１
１
万
ト

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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―
―
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

日
比　

バ
ス
事
業
で
は
、
三
岐
線
沿
線
を
中

心
と
し
た
路
線
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

鉄
道
と
バ
ス
と
の
連
携
強
化
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
東
芝
メ
モ
リ
株
式
会
社
の
四
日
市

工
場
ま
で
は
、
近
鉄
富
田
駅
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
最
寄
り
の
三
岐
線
山
城
駅
か
ら
も
Ｊ

Ｒ
四
日
市
駅
間
の
路
線
バ
ス
の
経
由
便
と
し

て
運
行
し
て
い
ま
す
。
路
線
バ
ス
で
す
か
ら

運
賃
を
払
え
ば
誰
で
も
乗
車
で
き
ま
す
が
、

実
質
的
に
は
専
用
バ
ス
に
近
い
で
す
ね
。

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
事
業
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
東
名
阪
自
動
車
道
の

御
在
所
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
下
り
線
と
東
名

高
速
の
上
郷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
下
り
線
の
２

カ
所
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
鉄
道
事
業
を
含

め
、
多
角
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
促
進
と
地
域
活
性
化
策

―
―
三
岐
線
で
は
「
ひ
と
駅
い
ち
テ
ー

マ
」
を
掲
げ
た
旅
客
輸
送
活
性
化
策
が

取
ら
れ
、
個
性
を
持
っ
た
駅
が
多
い
で

す
ね
。

日
比　

え
え
、
駅
や
三
岐
線
の
存
在
を

周
知
し
、
愛
着
を
持
っ
て
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
い
な
べ
市
大
安

図
書
館
を
併
設
し
た
大
安
駅
、
鯨
の
形

を
し
た
近
鉄
富
田
駅
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ロ
ッ
ジ
の
よ
う
な
外
観
の
東
藤
原
駅
な

ど
個
性
的
な
駅
が
多
く
、
丹
生
川
駅
に

開
設
し
た
「
貨
物
鉄
道
博
物
館
」
は
開

館
15
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
終
点
の
西

藤
原
駅
に
は
開
業
時
の
Ｓ
Ｌ
車
両
を
静
態
保

存
し
、
現
在
は
廃
止
し
て
い
ま
す
が
、
模
型

の
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ
る
「
ウ
ィ
ス
テ
リ
ア
鉄

道
」
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
印
象
に
残

る
よ
う
な
、
そ
し
て
楽
し
ん
で
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
駅
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
北
勢
中
央
公
園
口
駅
開
業
と
同
時

に
開
始
し
た
「
サ
イ
ク
ル
パ
ス
」（
鉄
道
車
両

へ
の
自
転
車
持
ち
込
み
）
は
そ
の
後
、
区
間
別

の
利
用
可
能
時
間
帯
を
拡
大
し
ま
し
た
。
そ

の
範
囲
内
で
、
近
鉄
富
田
駅
以
外
の
駅
か
ら

は
自
転
車
の
持
ち
込
み
が
で
き
ま
す
。

こ
の
辺
り
は
一
家
に
車
が
何
台
も
あ
る
よ

う
な
地
域
で
す
が
、
マ
イ
カ
ー
と
の
共
生
と

い
う
意
味
で
は
、
無
料
駐
車
・
駐
輪
場
の
整

備
が
鉄
道
利
用
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
２
０
０
８
年
に
四
日
市
大
学

に
寄
付
講
座
を
開
設
し
て
、
現
在
も
継
続
し

て
い
ま
す
。
当
社
社
員
も
講
義
を
行
い
、
地

域
の
若
い
人
た
ち
に
鉄
道
の
存
在
意
義
を
理

解
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
地
域
の
鉄
道
を

ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
０
３
年
に
は
北
勢
線
が
近
鉄
か
ら

経
営
移
管
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
方
民
鉄
が
大

手
民
鉄
の
路
線
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
の
は
初

の
ケ
ー
ス
で
し
た
。

日
比　

２
０
０
３
年
度
か
ら
２
０
１
２
年
度

の
10
年
間
に
お
い
て
、
桑
名
市
・
い
な
べ

市
・
東
員
町
か
ら
の
運
営
資
金
53
・
２
億
円

の
補
助
に
よ
り
、
設
備
投
資
や
赤
字
補
填
を

行
う
。
鉄
道
用
地
は
近
鉄
が
沿
線
市
町
に

３
・
６
億
円
（
半
額
は
三
重
県
負
担
）
で
譲
渡

し
、
市
町
所
有
地
と
し
て
、
当
社
は
無
償
で

借
り
受
け
る
。
そ
し
て
、
鉄
道
施
設
は
近
鉄

か
ら
当
社
に
無
償
譲
渡
さ
れ
る
と
い
う
運
営

ス
キ
ー
ム
で
、
路
線
を
継
承
し
ま
し
た
。

継
承
に
際
し
、
当
社
が
決
断
し
た
の
は
抜

本
的
な
再
生
・
存
続
、
す
な
わ
ち
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
運
行
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
具
体
的
に
は
、
ご
利
用
の
少
な
い
駅

を
移
転
・
統
廃
合
し
て
、
幹
線
道
路
沿
い
や

商
業
施
設
に
近
い
場
所
に
駅
を
設
け
、
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
や
無
料
駐
車
・
駐
輪
場
を
整
備

し
て
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
、
サ
イ
ク
ル
＆
ラ
イ

ド
を
推
進
す
る
。
駅
数
を
17
駅
か
ら
13
駅
に

集
約
し
て
、
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
や
自
動
出

改
札
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
に
よ
り
、
駅　

務
の
合
理
化
と
無
人
駅
の
旅
客
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
近
代
化

補
助
事
業
の
一
環
と
し
て
、
鉄
道
設
備
の
改

善
や
更
新
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
（
列
車
集
中
制
御
装
置
）

の
更
新
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
２
年
目
か

ら
は
国
の
「
幹
線
鉄
道
等
活
性
化
補
助
（
高

速
化
事
業
）」（
２
０
０
４
～
２
０
０
８
年
度
）
が

採
択
さ
れ
、
橋
梁
の
改
修
や
列
車
行
き
違
い

施
設
の
増
設
、
曲
線
改
良
、
軌
道
強
化
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

―
―
現
在
、
補
助
制
度
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
比　

２
０
１
３
年
以
降
は
３
年
ご
と
に
見

直
し
が
図
ら
れ
て
お
り
、
現
在
は
２
０
１
９

年
度
か
ら
３
年
間
の
継
続
を
協
議
中
で
す
。

ま
た
、
桑
名
市
・
い
な
べ
市
・
東
員
町
と

当
社
で
構
成
す
る
北
勢
線
事
業
運
営
協
議
会

か
ら
は
、
先
日
、
国
に
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

と
い
う
の
は
、
北
勢
線
に
は
現
在
、
予
備

車
が
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。
ナ

ロ
ー
ゲ
ー
ジ
の
特
殊
な
車
両
は
量
産
さ
れ
て
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お
ら
ず
、
他
社
か
ら
中
古
車
両
を
購
入
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ

減
便
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
へ
の
要

望
は
、
そ
う
し
た
車
両
に
対
す
る
補
助
を
主

と
し
て
い
ま
す
。

―
―
北
勢
線
で
は
西
桑
名
駅
と
接
続
す
る
桑

名
駅
（
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
）
周
辺
の
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

日
比　

現
在
、
桑
名
市
が
駅
周
辺
の
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。
当
社
線
の
西
桑
名
駅
と
接

続
す
る
近
鉄
と
Ｊ
Ｒ
の
桑
名
駅
と
は
約

２
０
０
ｍ
離
れ
て
い
て
、
乗
り
継
ぎ
利
便
が

良
い
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。
し
か
も
桑

名
駅
は
橋
上
駅
で
す
の
で
、
当
社
線
は
乗
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
か
に
距
離
を

短
縮
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
具

体
的
な
計
画
は
こ
れ
か
ら
に
な
り
ま
す
。

―
―
と
こ
ろ
で
、
三
岐
線
と
北
勢
線
は
並
行

に
近
い
形
で
走
り
、
員
弁
川
を
挟
ん
で
い
る

と
は
い
え
２
線
間
の
距
離
も
比
較
的
近
い
の

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
す
み
分
け
が
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
比　

沿
線
や
近
隣
の
方
で
す
と
、
桑
名
市

中
心
部
や
名
古
屋
へ
出
る
な
ら
北
勢
線
、
富

田
や
四
日
市
・
津
方
面
へ
出
る
の
な
ら
三
岐

線
と
い
う
行
き
先
に
よ
る
選
択
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
２
線
間
は
近
い
と
こ
ろ
で
は
自
転

車
で
10
分
、
歩
い
て
15
～
20
分
ぐ
ら
い
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
使
い
分

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
自
宅
か
ら
駅
ま

で
少
し
距
離
が
あ
る
方
は
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

の
無
料
駐
車
場
を
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
勢
線
を
引
き
継
ぐ
話
を
受
け
た
の
は
先

代
の
社
長
で
し
た
が
、
２
線
の
商
圏
が
同
じ

だ
か
ら
だ
め
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ど
ち

ら
も
利
用
で
き
る
の
は
お
客
さ
ま
に
と
っ
て

利
便
性
が
格
段
に
向
上
す
る
と
い
う
判
断
に

よ
る
も
の
で
し
た
。

無
料
駐
車
場
も
、
公
平
に
、
早
く
来
た
人

が
優
先
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。
目
的
の
駅
の
駐
車
場
が
満
車
だ
っ
た

ら
、
隣
駅
を
使
う
。
そ
う
し
た
臨
機
応
変
な

利
用
の
仕
方
を
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　地
元
と
協
働
し
、
密
着
し
た
取
り
組
み

―
―
現
在
は
ど
の
よ
う
な
活
性
化
策
を
と
ら

れ
て
い
る
の
で
す
か
。

日
比　

車
社
会
の
中
で
、
ま
ず
は
鉄
道
の
利

便
性
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
乗
っ
て
い
た
だ

く
。
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
会
社

の
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
が
一
番
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
一
環
と
し
て
沿
線
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
掲
載
し
た
地
域
情
報
誌
を
年
３

回
発
行
し
、
駅
や
自
治
体
な
ど
に
置
い
て
い

ま
す
。
沿
線
の
桑
名
市
、
い
な
べ
市
、
東
員

町
、
四
日
市
市
は
そ
れ
ぞ
れ
市
町
ご
と
に
広

報
誌
な
ど
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
市
域
・

町
域
を
超
え
た
も
の
は
な
い
の
で
、
当
社
の

こ
う
し
た
情
報
発
信
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
地
域
と
共
に
」
―
―
「
ひ
と
」
と
「
ま

ち
」
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い
地
域
の
人
々
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
鉄
道
を
目
指
す
。

「
安
心
・
安
全
の
確
保
」
―
―
「
お
客
さ
ま

（
地
域
の
人
々
）」「
従
業
員
」「
会
社
（
株

主
）」
の
三
者
を
対
象
と
し
、
食
の
安
全
を

含
め
た
安
心
安
全
を
確
保
す
る
、
と
い
う
の

が
私
ど
も
の
基
本
理
念
で
す
。

―
―
地
域
間
の
情
報
を
つ
な
い
で
、
沿
線
全

体
を
盛
り
立
て
て
い
く
ん
で
す
ね
。

日
比　

え
え
、
北
勢
線
で
は
、
四
日
市
大
学

の
岩
崎
恭
典
学
長
に
始
め
て
い
た
だ
い
た
学

生
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
サ
ン
タ
電

車
」
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
用
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
車
両
「
ナ
ロ

ウ
ィ
ン
ト
レ
イ
ン
」
な
ど
の
企
画
列
車
を
走

ら
せ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
は

「
年
金
相
談
列
車
」、
行
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
も
の
で
は
「
お
見
合
い
列
車
」
や
、
桑
名

市
に
納
税
す
る
と
１
往
復
貸
切
の
権
利
が
得

ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
の
貸
切
電
車
」
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
ち
ょ
っ

と
し
た
話
題
性
を
持
た
せ
て
、
皆
さ
ん
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
も
岩
崎
学
長
を
は
じ
め
四
日

市
大
学
の
先
生
方
と
準
備
し
て
い
る
ん
で
す

が
、
留
学
生
の
人
た
ち
に
外
国
人
の
目
線
を

通
し
て
当
社
線
に
つ
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に

ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
く
。
環
境
づ
く

り
と
し
て
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
な
ど
の
設
備

も
整
え
て
い
こ
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
や
は
り
地
域
と
連
携
し
て
継

続
的
に
行
え
る
こ
と
を
考
え
て
い
か

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

―
―
地
域
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

今
後
は
ど
の
よ
う
に
活
性
化
を
進
め

て
い
か
れ
ま
す
か
。

日
比　

単
発
の
イ
ベ
ン
ト
は
取
っ
掛

か
り
や
す
い
ん
で
す
。
大
切
な
の
は
単
発
の

企
画
を
重
ね
て
い
っ
て
、
そ
の
中
か
ら
「
サ

ン
タ
電
車
」
の
よ
う
に
継
続
し
て
い
け
る
も

の
を
探
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
た
だ
、
こ
う

す
れ
ば
い
い
と
い
う
法
則
は
な
い
の
で
、
非

常
に
難
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
も
ち
ろ
ん
当
社
も
そ
う
な
の
で
す

が
、
地
域
で
何
か
を
実
行
し
よ
う
と
し
た
場

合
、
必
ず
人
（
マ
ン
パ
ワ
ー
）
の
問
題
が
障
壁

と
な
り
ま
す
。
地
域
に
若
い
人
が
少
な
い
。

当
社
も
か
つ
て
は
親
子
２
代
で
勤
め
る
人
も

か
な
り
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
事
情
の
中
で
何
と
か
苦
労
し
て

人
を
確
保
し
、
地
道
に
活
動
し
て
い
く
。
そ

れ
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
よ
う
な

地
方
民
鉄
は
地
域
の
方
々
、
ま
た
多
く
の
皆

さ
ん
に
「
三
岐
は
い
つ
も
何
か
や
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
を
お
見
せ
し
て
い
か
な
い

と
す
ぐ
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
10

年
後
の
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
よ
り
地
域

に
密
着
し
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
の
鉄

道
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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特集：地方鉄道の経営努力と公的支援
［地域の活力を支える三岐鉄道　三岐線・北勢線］


